
650 〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

鈎虫症の臨床的観察（3)

四塩化エチレ Y反復投与の効果，並びに鈎虫の二・三

駆虫薬に対する抵抗性について
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四塩化エチレンによる鈎虫駆除、については，すでに多

くの報告がある。特に集団駆虫l時の陰転率（完全J駆虫率〉

や，臨床駆虫時の排虫状況，所要投与回数等については

概ね明らかにされ，現に最も有効的確な駆虫薬として広

く用いられているのてあるが，反復投与して徹底駆虫を

行う際の虫種 ・雌雄別の排虫状況，殊に所謂薬物耐性出

現の有無，従って木剤の効果に限界があるかどうかに関

しては殆んどまとまった論究がない。一方鈎虫の虫種に

よって駆虫薬に対する抵抗性が異なるととも経験的に知

られているので，今回は之等の問題を考J設しつつ，入院

鈎虫症患者に比較的短期間に四塩化エチレンを反復投与

して徹底駆虫した場合の各回排虫数の変動を考察し，木

剤に対する耐性出現の問題，合理的な反復投与回数及び

一般に二 ・三郎虫薬に対する抵抗性について検討した結

果を報告したい。

調査対象及び調査方法

対象は国立横浜病院内科て，1951年以降に収容加療し

た成人鈎虫症患者中，私自身が鴻便してjJ［：虫を確認した

62例であって，四塩化エチレンはテトレン球〈黒田製薬，

以下単にテトレンと記す〉を用いた。投与法は従来最も

押通に行われた方法に従って，前日夕食を粥食とし，午

後 8時に前下剤（硫苫20～30gを 200～ 300ccの水剤と

して〉服用，当日朝食は絶食，午前8時テ トレン（特別な

事情のない限り 15球，即！） 4.5g）頓用， H年間後に後

TOSHIO FUJISAWA: Clinical studies on hook-

worm disease. (3) The e白cacyof succesi ve admini-

stration of the tetrachlorethylene, with additional 

reference to the resistance of hookworm against 

some anthelmintics (Yokohama National Hospital, 

Yokohama, and the Department of Parasitology, 

National Institute of Health, Tokyo, Japan) 

下剤（前下剤とほぼ同量）服用という手つづ、きて、行った。

排油虫体採取のための鴻便はテ トレン服用後正味24時

間中の全排便について行ったが， 大多数の症例ては 此

の期間中殆んど完全な水様便のみを排出するので，i慮

便探虫は極めて容易であり 見逃すおそれはなく ， 山田

(1950），牛屋ら（1950,1952），小宮ら（1954a）の見解

通り総排虫数の90～ 100%を捕捉し得たものと考えられ

る。採取鈎虫体は口器及び尾部の形態学的特徴によって

虫種 ・雌雄を鑑別 し／モ。

此の肢にして毎回.rn1~虫後の1JF虫数を調べながら， 1 隻

の排虫をも見なくなる迄， 2～3日間隔て同じテトレン

駆虫法を反復しえと上，最終駅虫後少なくとも 1週間以後

2～3回，日をかえて飽和食塩水浮説法を行い，完全駆

虫の成否を決定した。

鈎虫の薬物に対する抵抗性を検討する目的て今回特に

試みた実験の方法については，その項目の所て述べる。

成績並びに考按

最近少なくとも 1～ 2年聞に鈎虫駆虫法を受けたとと

がなく ，入院の上テトレンの反復投与による徹底駆虫を

行った症例44例から得られた鈎虫は計3683隻て，1症例

からの排虫数は 1隻〈アメ リカ鈎虫〉から 395笠（ヅピ

ニ鈎虫393，アメリカ鈎虫 2), 684隻〈ヅピニ鈎虫丸アメ

リカ鈎虫 682）に亘っている。

1. 完全駆虫率 ：

44例中，虫卵陰転 41例て，完全駅虫率は 93.2%であ

る。之はテ トレンの 4回及び 5回の反復投与で犬ノセ97.1

%, 100 %の完全駆虫率をあげた午屋ら（1952），同様

5回迄のテ トレン反復投与て完全駆虫率 100%という栗

林ら（1953）の成績と近 く，北山 ら（1950）の 3回駆虫

て，69%，財津（1954）の 3回！駆虫て64%c但し前検便

( 48 ) 
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鈎虫に対して 1回投与で全虫数の 75%という Chandler

(1955）の数字はやや低率てあるが，同 Cくアメ リカ拘

虫の極めて濃厚感染例の多数に，ア剤を併用しない四塩

化エチレン反復投与を 初めて試みた Carr(1954）はお

1回目に80～ 100%を駅除し得た成績を示しており，之

等を綜合すると，適切に投与されたテトレンはヅピニ，

アメ リカ両種鈎虫に対して総寄生虫数の約80%を初回投

与で駆除する乙とが出来（小宮，1955),3～4回の反復

投与てJJド虫を完了するものと考えられる。

3. 各回テ トレン駆出力 ：

今述べたおヲ l同の排虫数の総JJf虫数〈総寄生虫数に近

(1958）〕

の虫卵皮別に細牙すると，軽感究：群ては 100%，中等感

染群ては87.5%，濃厚感染群ては56.7%），或いは小宮ら

(1952）の 8阻駆虫て、507oという成績（何れもテ トレン

駆虫〉に比するとやや高いが，比の差異は主として外来

.J.!¥li{虫や集団駆虫が，かなりの長時日をおいての反復投与

であるに対し，入院駆虫が一般に 2～ 3日位の間陥ての

反復投与であるとと，並びに前 ・後処置が相逃する ζ と

等によるものと想像される。

2. 各回のテ ト レンによる v~虫状況 ：

各回のテ トレンによる排虫数を44例について集計して

お 1表に示す。最初のテトレンで全体の85.3%が！掘出さ

昭和 33年 12月

各回のテ トレシに よる排虫数第 1表

第 5回以後

。
第 4 回

107 (2.9) 9 (0.2) 

3674 (99.8) 3683(100.0) 

第 3 回第 2 回

3141 (85.3) 426 (11.6) 

3141 (85.3) 3567 (96.9) 

回

各国排虫数（ガ）

累計（財）

第 1

似と考える〉に対する百分比を仮に第1回テトレン駆出

力と見倣す。次に総JJf：虫数から第 1 回排虫数を差し~ I い

た残りを近似的に第l回駆虫後に残存した虫数と考え，

之に対する第 2 回l~F虫数の百好比を第 2 回テ ト レン駅出

各国テトレコ／駆出力 （1) 第 2表

第4回l

9 

9 

第3回

116 

107 

第2回

542 

426 

3683 

3141 

第1回

各回駆虫前推定存在虫数

各 回 駆虫時排虫数

各 国 駆出カガ

れており，第 2回以後は急速に減少する。実｜禁には第5

回，第 6回・・・・ と更にテトレンを反復投与した症例も多

いが，第 5回日以後の駆虫て、排虫が認められたものはな

く ， 累計欄に見られる通り ， 多くの症例は 3 ～ 4 阿て、v1~

虫を完了している。

との成績を従来の同種調査成績と比較すると，主とし

てヅピニ鈎虫て1回のテトレン投与で総排虫数の91.6%

を駆除し得たという牛尾（1950），同Uくヅピニ鈎虫のテ

トレン駆虫の際，第 1田駅虫て全体の73%，第 2同「I迄

て累計93%,m a 回目迄の累計て99%の虫数を PJI~除し得

た北山ら (1950）の成績とほぼ一致している。アメ リカ
100.0 92.2 78.6 85.3 

各 回 テ トレ シ駆 出力 （2) 

例数 虫 第 4回

7 

7 

100.0 

第 2回 第 3回

439 101 

338 94 

77 .o 93.l 

第 1回

2360 

1921 

81.4 

第 3 表

種

f各回駆虫前推定存在虫数

ヅ ピニ鈎 虫 ｛各 国 駆虫時排虫数

L各 問 駆 出力%

2 

2 

100.0 

15 

13 

86.7 

97 

82 

84.5 

1253 

1156 

92.3 

f各凹駆虫前推定存在虫数

アメロカ鈎虫 ｛各 回 駆虫時排 虫 数

t各 国 駆 出力%

41 

完

全

駆

虫

例

6 

6 

100.0 

70 

64 

91.4 

f各国駆虫前推定存在虫数

ヅ、ピニ鈎 虫 ｛各 回 駆虫時排虫数

t各 国 駆 出力ガ

不
完
全
駆
虫
例

3 

( 49 ) 

該当症例なしアメリカ鈎虫
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力と見倣す。以下同様にお8回及び銘4回テトレン駆出

力を算出する〈第 2 表〉。之等各回w~山力間には推計学

的に明らかに有志差が認められるが，[IT]{C illねるに従－ • 

て駅出力が低下するという一貫した傾向は認められな

い。然し之等数回のテトレン！駆虫て完全！.~16虫に述ーしたも

のと，終に不完全駆虫に止まったものとでは虫体排出の

似肢が！）がう ζ とが考えられるし，叉虫種によって各r~11

駆出力は当然異なるととも予想されるので，完全駅虫例

と不完全即日虫例に群別し，更に虫種別に脱出力を算出し

た（第 8夫〉。之によるとヅピニ，アメリカ両種鈎虫とも’

作回駆出力間に漸次低下する傾向はやはり認めがたい。

叉完全駆虫群と不完全！駆虫群とをくらべると，後者は僅

か8例しかなしそれもヅピニ鈎虫例のみなので，厳密な

比較考察には適しないが，不完全！.m5虫例のブJがむしろ早

くJJI=虫を完了している様に見える。勿論，完全駆虫と判

jjごされた症例中にも，肌虫後虫数が僅少となったため

所清見かけの陰転（小宮ら， 1951b）をしたものが混在

する可能性もある。従って之等教聞のテトレン投与をも

たお耐過する抵抗力の強い鈎虫が少数ながら存在するこ

と泣ほぽ確実てあるが，その強い抵抗性をいつ獲得する

かについてはu下のところJ及する十分な資料を持たな

いので，此処てはテトレンによって駆除し得た限りの鈎

虫に関しては，各回脱出力聞に凶の進むに従って漸減ナ

るという傾向が認められない所から，斯かる短期間に反

復するテトレン駆虫の場合には虫体が此の薬物に邸iiれる

ととによって生ずる薬物耐性の山現を証する確かな事尖・

は見山し難く〈松原，H)48；宮川，1956），かなりの波厚

感染例ても概ね 8～ 4回の反復投与でほぼ完全に駆除し

得る様であると三うに止めたい。

4. 小J占：
以上，テトレン反復投与に於ける脱出ノりが第1回目刀、

ら比較的向く ，回を重ねるに従い減少せず，8～4回の

投与て一応、排虫を完了し，且つ之による完全駆虫半もか

なりの向本を示ナ点を考え， ~~.こをの問に於ける感染訟

〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻 ・第 6号

のf.;,l速な減少（小宵ら，1953）をも考慮に入れると，数

回以上の木河！の反復授与は殆んどその必要がないものと

言えよう。をの志味て、，農村に於ける集問！取虫も 2～ 3

回て良かろうという柳沢（1957）の意見は臨床的にも十

牙了〆irlできる。

完全駆虫の述：成は臨床駆虫に於ても治癒判定の規準の

最も大切なひとってはあるが，その全部ではない。駆虫

後たとえ少数の鈎虫が残存しても，松村、ら（1952），財津

(1954）等の指摘する通り，早晩死滅するとともあり得

るので，虫卵陰転のみを目棋に，患者の肉体的或いは経

済的な負担を!iBl服することなく，テトレン投与を強いて

反復することは望ましくない。毎回の.l.~11虫による排虫の

状況，或いは後検便の虫卵数から残存虫数を推定しつ

つ，~：：1;1~~症状の消長を見とどけ， 要すれば鉄剤投与等の

対症対？？去を行って治療日数の短縮を図るとと，及び白後

の再感染を防止する上の考fi設を払うこと等が一周大切で

あろう。

5. 鈎虫のテトレン其の他二 ・三店虫薬に対する抵抗

性 ：

ヅビ、ニ，アメリカ両種鈎虫が駅虫楽に対して夫ぺ異な

るj11抗性をJ古‘っととが，tJI：虫本，陰転宅の差異，或いは

感染率の推移等から論じられている（Soper,1926；小

宮ら，1953；松崎ら，1954；吉田ら，1954；森下，1955）。

古旧(1956）はヅピニ鈎虫の被駆除性はアメリカ鈎虫のよ

の1ん山崎 (11)56）は／14じく 1/2～1/aと古っている。数回

もテトレンを反復投与する臨lぷrn~虫の場合は前項迄に~

べた通り，ヅピニ ・アメリカ両種鈎虫て被！駆除性に大庄

はない践であるが，通例1回投与を原則とする集団駅以

の場合には此の問題は無視できない。現に第8表て、完全

店16虫例の第1回脱出力を見ると，アメリカ鈎虫の92.3%

に対してヅピニ鈎虫は81.4%とやや低い己そとて両種鈎

虫を民に雌雄別として第l回駆出力を算出，比較すると

(!1-J4点〉，之笠I.TI日山力聞には推計学的な有意差があり，ツ

ピニ雌鈎虫は同種雄鈎虫に対しても，アメリカ雌鈎虫に

第4表 虫種・雌雄別第 1回テトレシ駆出力

完全駆虫例（41) 不完全駆虫例（3)

駆虫前推定存在虫数

第 1回駆虫時排虫数

第 1 回駆出力が

ヅピニ鈎虫

6 ♀ 

1018 

912 

89.6 

1342 

1009 

75.2 

( 50 ) 

アメリカ鈎虫

δ ♀ 

479 

447 

93.3 

774 

709 

91.6 

ヅピニ鈎虫

8 ♀ 

39 

36 

92.3 

31 

28 

90.3 
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した） 2.0～ 3.0 gを用い，第2回目以後にテトレン 1.5

g を反復投与して徹底駆虫して実験を行ったく~s 5表〉。
之によると矢張りアメリカ雄鈎虫のみが13.7%とやや高
王将に駆出されており，一見テトレン其の他上記薬物によ

る第1図版虫に抵抗が弱い様に見えるが，アメリカ雌鈎
虫，ヅピニ鈎虫に対して差は有志；でなく，比の実験から
は虫種，雌雄別の抵抗性の差異は検証てきなかった。

一万，外来てオーミン，ヨードチモール，或いはテト

レンノ宰を再三投与され， なお虫卵が残存したため入院

し，テトレンによる徹底駆虫を受けた症例13例について

入院駆虫時の排虫を検した成績を第6表に示す。をのJltlf.
雄比を見ると，ヅピニ，アメリカ両種鈎虫とも当院一般

(1958）〕

対しでも！~~出力〈従って被駆除性〉が低く， ：1n 向テト
レンに対する抵抗性の大きいととが示唆される。山田

(1950）もテトレン ・へノポヂ油併用療法て，総vド虫数
に刈’する第1回排虫数の比が，ヅピニ鈎虫の場合，雄の
56.G%に対し， j雌は49.4%とやや低率であったことを報
じている。ヅピニ，アメリカ両種鈎虫の雄同志の聞にも

辛うじて（危険率 5%）有志差があり，アメリカ雄鈎虫
は特にテトレンに対して抵抗が弱い様に見える。

との点を史に追究する目的て， 5例の息苦に第l回駆

虫flfr，ととさら駆出力を低めるため，テトレン 1.5g' 
或いは1・ブロ「ム ・ナフトールc2 ）（オーミン穎粒） 1.0 

g，叉はヨードチモーノレ〈此の薬物については別に報告

昭和 33年 12月

第1回駆出力を特に低めた実験

12 

149 

11 

90 

395 

657 

計

第 5表

前 第1回駆虫時排虫数 第2回目以後の駆虫による排虫数
性 検 ヅビ＝鈎虫 アメリカ鈎虫 ヅビニ鈎虫 アメロカ鈎虫

齢 便 0 ~ 0 ♀ 6 ♀ 0 ~ 

0 43 ♀＋  1 2 9 
0 57 ♀＋＋  5 7 42 95 
0 54 ♀＋  1 1 5 4 
武 36 0 + 11 9 19 51 

ト 0 58 ♀ Ht 3 6 1 158 226 1 

計 15 16 7 7 182 281 44 105 
% 7. 6 5 .4 13. 7 6. 3 92 .4 94. 6 86. 3 93. 7 

註：前検便棚中＋は直接塗抹標本 18×18mm全視野中虫卵9ケ以内， ＋＋は同じく 10～99ケ， Htは同じく
100ケ以上を示す．なお第6表中（＋）は飽和食店［7］＜浮説法のみ虫卵陽性を示す。

年

名氏

安 O ィ

ヰ目 0 の

飯 O か

鈴 O
古 O

外来駆虫ののち虫卵残存した症例の入院駆虫時排虫数

1

2

1

3

1

1

5

 
5 0 

7.0 

3.0 
8.0 

5.0 9.0 

計 5 13 6 23 
峰雄比 2.6 3.8 

2 

7 

入院駆虫による排虫数

ヅピニ鈎虫 アメリカ鈎虫

6 平 6 ♀

1 

2 

3 

4 

－A
ワ臼

a且

τ

1

i

1 

3 

1 

1 

テトレエ／

外来で用いた薬物とその
使用足（g)

ヨードチ
モー Yレ

6.5 

3.0 

6.0 

5.0 

オーミ〉／

47 

57 

5

0

8

 

2

2

1

 
2

2

0

 

1
i

可
i

ワ臼

前

検

便

一
判

制

＋

＋

＋

十

＋

＋

＋

件

件

州

制

性

O
T
O？
♀

O

T

6

9

8

8

0

？
♀

Q
・
平

8

第 6表
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の平均〈第4去の数値から計算すると，ヅピニ鈎止U.3,

アメ リカ鈎虫 1.6）より 大きく ，特にアメ リカ鈎虫ては

約 3.8＂と示し ，雌鈎虫が之等薬物に対して推鈎虫より抵

抗が強いのではないかと思われる。

叉最近， ~fヂ｜二らく1957) が 1 例のヅピニ鈎虫波厚感染

例のオーミン出＼6Ehて、，第 21旦日の郎虫てJJI＇除された虫 ｛本

が，一般に，第 1田口駅虫の際のJJ1:1間虫体に比し大きか

ったことから，腸管内に於ける寄生音／）位，H交占状態等を

も汚慮：こ入れて，大形の鈎虫のノj；がオーミンに対する抵

抗が強いのではなかろうかと怨像している。私もテ トレ

ン！出虫の際の排虫についてその誌な事実があるか否か

を，日下虫体長と虫体巾とて検討中である。排便i互にな

るべく速やかに誠便を行い，虫｛本くと生I虫食塩水を盛った

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

関係が左程切 Jf既てなかったし，症例 No.2 ては， ；＇：｛~ 2回

日の排虫が極めて僅少であるが，何れもおrn回Ilのj;J／：虫

に比し体長が短かく ，鈎虫体の大小と，駆虫薬に対する

抵抗性とのl)l;J係についてはまだ一義的な結論に述し得て

いなし、。

鈎虫の｛j~齢も ， 無論， との抵抗性と関係があるものと

考えられるが1之に関する研究はまだ行われていない様

てある。 虫体長，体「11等が或る範囲内ては年齢の一指伎

となり 符．る（平川 ら， 1958）乙とは常Ji~的にも考えられ

るので，今後とも此の種検索を続行して，何勺功、の結論

を1；｝たいものと思う。

要約

シャー レに採取し，H与をうっさず， 0.5mm日盛りの竹 1) 前・ 後下剤を併用するテ トレン 4.5gの投与を短

製物差して体長を測定し，次てミクロメ ーターを用い10 期間に数回反復する臨床駆虫法の効民aを ， f正 \_!J_J の j~ J：虫数

:A 7倍の顕微鏡て虫体最大llJを測定した。ヅピニ鈎虫症 の変動について検討した。毎回出店存在虫数の78.6%以

2例についての成績を第7えにぷす。症例 No.1のヅピ ・ 上正 WlH換し得る効栄（脱出力〉があり ， 巨lを近ねても IE~

ニ雌鈎虫ては体長に関して，比較的大きな虫体が第21叫 出力は減少せず，ヅビ、ニ， アメ リカ両種鈎虫のかなりの

IJの駆虫て排除されたと与えられる所見であったが，第 濃厚感染例ても， 3～4凶の反復てテ トレンによるj;Jド虫

8回目のものは必ずしもそうでなく ，又雄鈎虫てはその を一応完了する。

第7表 テトレジ駆虫時， 駆虫回数別虫体計測成績一1 的義O 凹歳 8 J症例 No.2…1恥
ヅピ＝ 鈎虫 第1回駆虫 第2l同駆虫 第3回駆虫 第1凶駆虫 第2回駆虫

3.0g - - _4.5g －ー一一生5号 - 4.5g _ 4.5ι 

数 33 15 1 31 2 

体長平均（玄） 7.45 mm  7.74mm (7.8mm) 10.43 mm  (8.5; 8.0 mm) 

不偏分散（u2) 0.686 0.230 0.647 

0 < 信頼限界（95,9''6')
7.74～ 8.01～ 10.73～ 

7.16mm 7.48mm 10.14mm 

体幅平均（云） 0.42mm 0.43mm (0.43mm) 0.45 mm  (0 .46 ; 0 .44 mm} 

不偏分散（u2) 0.0023 0.0017 0.0012 

信頼限界（95%)
0,44～ 0.45～ 0.46～ 

0.40mm 0 41mm 0 44 mm  

数 51 20 4 31 1 

体長平均（玄） 8.07mm 8.55 mm  ¥ 8・3; 8・0立1ロ1〕I 

7.9; 7.4 
11. 71 mm  (10.5mm) 

不偏分散（u2) 1.232 0.460 1.232 

♀ t 信頼限界（95%)
8,38～ 8 87～ 12.12～ 

7.76mm 8.27mm 11.30 mm  

体幅 平均 （文） 0.59mm 0 59 (g: 63: 0.57 mm) 
mm  .55; 0.53 

0.60mm (0.61 mm) 

不偏分散（u2) 0 OOJl 0.0009 0.0015 

信頼限界＼95%)
0.60～ 0.60～ 0.61～ 

0 58mm 0.58mm 0.59mm 

備 考 推定感染持続期間 1カ月 推定感染持続期間 !Y ~ くとも 7
ヵ月

( 52 ) 
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2) との駆虫法を行った44例で，完全駆虫率は93.2%

であり，との観点からもテトレンの反復投与は概ね 8～

4回て十分と考えられる 0. 少数ながら不完全駆虫例のあ

る所から，テトレン耐性を有する鈎虫の存在することは

確かであるが，比の薬物耐性は反復投与聞に所謂闇｜｜れの

現象によって獲得されるものではない様てある。

3) 虫種，雌雄別の第1回テトレン駆出力の検討，特

に第1回目駆虫の際，駆出力を低めた実験に於ける同様

の観察，オーミン，ヨードチモール，テトレン等を用い

た外来駆虫て虫卵が陰転しなかった症例の最終的入院駆

虫時の排虫検査等の結果，一般に雌鈎虫，特にヅピニ雌

鈎虫が之等薬物に対して抵抗が強く，アメリカ雄鈎虫は

抵抗が弱い様であり，との事は l回投薬を通例とする集

団駆虫の場合は考慮を要するものと思われる。

4) 虫体の大小と，薬物に対する抵抗性の相関につい

ても検索中てあるが，まだ一定の成績を得ていなし、。

終 Pに，国立予防衛生研究所寄生虫部長小宮義孝先生

の御指導，御校聞と，国立横浜病院長野坂三枝先生ほか

多数の先生方，同病院研究検査科の中橋勇次郎先生，永

岡清子先生ほか諸兄御教示，御協力，及び国立予防衛生

研究所寄生虫部の石崎達先生，安田澄子先生の絶えざる

御推離がなかったら到底第1報以下の本研究をなし得な

かったことを特に記して感謝の心に代えたい．倫，本報

文の要旨は第 27回日本寄生虫学会総会に報告した．
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Summary 

For the clinical anthelmintic treatment of hook-

worm disease, 4.5 g of Tetrachlorethylene was 
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: administered on sixty two patients in our hospital, 

by m回 nsof an successive administration of it at the 
two or thr偲 daysinterval until hookworm ceased 

to be expelled. Results were summarized as follows; 

1) The percentage of the number of hookworms 

expelled by the first dose was 85.3.% of the total 

number of hookworms harboured; 96.9.% after the 
艶 cond;99.8.% after the third; and 100.0.% after 

the fourth dose. The rate of the negative for ova 

was 93.2.%. 

2) The removal for，偲 （the percentage of the 

number of e｝中elledworms to the number of rema-

-ined worms) was above 78.6.% at each medication, 

( 54 ) 
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and it showed no reduction in the later dose. 

3) It田 emsthat the hookworm d偲 snot acquire 

the tolerance against Tetrachlorethylene in the 

above-mentioned procedure, therefor, the succ関 sive
administration of this drug, performed three or four 

times, is considered to be satisfactory for even 

considerable intense infection. 

4) Generally speaking from our researches, a 

female worm especially of Anの1lostomaduodena』g
is most resistant against such drugs as Tetrachlor-

ethylene, 1・Bromo・Naphtol( 2 ) and Iodothymol, but 

a male one especially of N診catoramericanus has 

poorer resistance. 




